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≪一週間のスケジュール≫ 
 月 火 水 木 金 土 日 
AM 授業予習 国際企業

管理 
跨文化管

理 
授業予習 勉強 まったり まったり 

勉強 

PM 授業予習 上級 
中国語 
 

友人と 
出かける 

上級 
中国語 

遊びに 
行く 

遊びに 
行く 

まったり 
勉強 

≪留学前後のスケジュール≫ 
 留学前 

留

学

中 

留学後 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

2010 年 4 月：留学手続き開始。 
7 月：諸事情でこの時期に面接や書

類手続き。 
8 月：航空券 GET、渡航 5 日前に寮

確保、渡航。 

2011 年 2 月：留学報告書提出。 
3 月：中国語の修了証届く。 
9 月：大学院成績表請求。 

 

•費用≫ 航空券往復：約8万円（JALでKIX乗換＋JETSTAR利用 
•    生活費：約5万円/月（食費、交際費、旅行費含む） 
•レート≫1台湾ドル＝2.8円（2010年9月当時） 

お
金 

国立台湾大学(大学院交換留学) 
経済学研究科修士課程 2 年 大角 菜穂 

 
留学先 中華民国 

国立台湾大学（NTU） 

期間 2010 年 8 月 23 日～ 
   2011 年 1 月 17 日（約 5 ヶ月） 

動機 大学院でも海外大学で視野の広

がるような勉強がしたい。語学の強化。 

経済学研究科修士課程 年 大角 菜穂

留学歴 国立台湾大学(3 年後期・4 年次前期)→中国・復旦大学(4 年次夏) 
→フィンランド・オウル大学(5 年次後期)。その後、世界環境学生会議(修士 2 年)。 

中華民国 国立台湾大学 大学院 

■はじめに 
 私は、北海道大学経済学部入学後、3 年次から高井ゼミに所属し、念願の交換留学を果た

した。3 年後期から国立台湾大学 1 年、そのまま続けて上海復旦大学夏学期、4 年後期から

北大に戻ったが、卒業論文と就職活動の同時進行の困難さを考えて 5 年学部に通うことに

決めた。前期に就職活動、卒業論文、卒業単位を取り終え、5 年後期からフィンランド・オ

ウル大学へ 1 学期半交換留学した。卒業後は早く自立したい、社会人の方が自由に過ごせ

ると思っていたため、2 年弱企業に勤めていたが、一社会人として過ごすうちに自分の知識

の少なさや未熟さを感じ、経済・経営学の専門知識を増やし、もっと海外に近い仕事への

転職に繋げたいと、大学院進学を決心し、今に至る。 
 留学前は、北大で第２外国語に中国語を履修し、言語交換もしていたが、台湾留学当初

は全く自分の意見が中国語で伝えられず（英語の方が先に出てくる）、台湾では中国語の勉

強、練習に徹底（中国語のクラスは初級から開始）した。その後、上海では台湾での特訓

のおかげ（日本人同士でも中国語を使用）で、中国語は定着しておりクラスは高級クラス

で勉強し、また周りの留学生のおかげで英語を使う機会が増えたため、自然と英語と中国

語を日本語を通さずにスイッチができるようになった。フィンランドには、最後の英語の

強化に行った。専門用語に不慣れであったのだが、専門科目の履修と毎日の会話ですらす

らと英語が出るようになり、授業での討論も慣れることができた。中国語も友人との会話

で少しは練習することができた。このため今回は、卒業後ほとんど使用していなかったた

め中国語は、文法と発音を忘れかけていたが、一度話し始めると 1 週間ほどで調子が戻っ

たと思う。ただ昔覚えた単語の発音が曖昧になっていたため、感覚で話はできるが、授業

では直されるという状況であった。英語は、常に使用機会があったためコミュニケーショ

ンには全く問題がなかった。長文のケーススタディを読むことが普段なかったため最初は

時間がかかっていたが、3 度目くらいで慣れ、ポイントを押さえて速く読み、自分の意見を

1 回で大体まとめられるという程度まで成長できた。 
  
留学 
１．留学手続き 
１－１．渡航前の留学手続 
 大学院入学と同時に交換留学準備を開始した。既に

最後の募集締切の時期であったが、指導教官の高井先

生、留学生センターの河野さん、経済学部教務課の猿

橋さんに相談を重ね、4 月の入学式に留学志望書を提

出し無事に申請に至った。途中、様々なハプニングに

見舞われたが、先生方や河野さんのおかげで、渡航日

前日にきちんと留学準備を整えることができた。 
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中華民国 国立台湾大学 大学院 

 更に、留学生の対応のために各寮にカ

ウンセラーが 1 人ずつついていた。彼ら

は朝から晩まで勤務しており留学生セン

ターの人だったらしい。英語を話せて

色々なイベントを企画したり、学生のあ

らゆる相談役で、A 棟の Grace は、9 ヶ

月の娘がいる素敵なお母さんで、私が他

の留学生より 10 日間も前に到着してし

まい、一人だったことと急遽留学が決定

したからか彼女の持つ新交換留学生のリストに私の名前がなかったらしく、友達にと台湾

人学生を紹介してくれたり、慣れた頃には一緒に料理教室をやったり、最後の最後までい

つも私のことを心配してくれた。クリスマスにはクリスマスカードが寮の全員の部屋に届

いた。とても温かい人だった。 
 共同場所は、かなり充実していた。1 階にはロビー、ダイニングスペース（シンクと電子

レンジ、電気鍋あり）、ラウンジ（ジム、ビリヤード台、卓球台あり）があり、私はいつも

ラウンジで留学生仲間と勉強をしていた。グループミーティングが行われたり講演会があ

ったり、誕生日パーティーが行われていたりと本来は飲食禁止場所だったがそこは大目に

見てもらっていたようだ。共同場所で友人と過ごすことが多く、自分の部屋には寝るため

だけに帰っていたくらいだ。 
 立地も、前回は大学の後門側だったのが、今回は正門側のMRT2公館駅側だったため、食

事をする場所も変わり、乗るMRTのラインも変わって行動範囲も前回と変わった。 
３．授業 
３－１．語言中心の中国語クラス 
 現在留学生の多い台湾大学は、中国語クラスが昼（1 日 2 時間×週５日＝10 時間）と夜

（1 日 3 時間×週 2 日＝6 時間）に分かれており、私が授業料を出してもらえるクラスは夜

の部であった。 
 私のクラスは、火曜と木曜の 18：30～21:20 の 3 時間×週 2 日で、一般留学生しかおら

ず大学 1 年生のホンジュラス人 2 人（1 人は日本語が話せる）、パラグアイ人１人（日本語

堪能）、韓国人 2 人、モンゴル人 1 人の７人構成だったが、皆授業が忙しく、授業のは始ま

りはいつも１人か２人、毎回３，４人という少人数で、ある意味良かった。ただ、とても

厳しい先生だったため、暗記のテストや宿題量に悩まされた。そしてやはり夜の３時間は、

集中力も切れ疲れも溜まっている状況で発言する人も少なく、苦痛の３時間になるときも

あった。 

                                                   
2 台北の地下鉄。 

第 1回日本料理教室＠BOT 

中華民国 国立台湾大学 大学院 

１－２．渡航と生活準備 
 幸先悪く飛行機の遅延から私の留学は始まったが、偶然友人と一緒だったため、特に心

配もなかった。今回は、チューターは誰もついていなかったが、ありがたいことに学部時

代の留学でチューターをしてくれた友人とまだ連絡をとっていたため、彼が空港まで迎え

に来てくれて学校が始まるまでも生活準備を手伝ってくれた。久しぶりの台湾に、懐かし

さと私のことを 5 年経っても覚えていてくれた友人たち、食堂のおじさんやバーのオーナ

ーに日々感動、一喜一憂しながら、生活準備を整えた。 
 生活用品は、現地の人御用達の大型スーパー「愛買」へ、家具（マットレス、ブランケ

ット、蚊帳（ゴキブリと蚊防止で必須！！）、シャワーカーテン、ライト etc）は IKEA（運

送サービスあり）へ。壁を飾り（日本からお気に入りの絵等を持参）、私の快適な部屋を作

った。そして後には、日本人留学生仲間も部屋作りに没頭し、友人たちからは居心地の良

いアットホームな部屋とお墨付の 1 室になった。 
 
２．寮：台大水源宿舎 BOT 
 今回の寮は前回と違って、台湾大学が交換留学生数の増大に伴い、昨年出来たばかりの

民間委託寮でとても綺麗な大学の正門近くのBOTという寮に住むことになった。寮費も前

回は 1 学期 7000 元 1だったのが、今回は私は１人部屋を選び、1 ヶ月 7100 元という高級な

寮で、6 畳くらいのワンルーム（バストイレ付）に、机、本棚、ベッド（マットレスなし）、

靴箱、クローゼットが備え付けであった。13 階または 14 階建てで女子寮のA棟、男子寮の

B棟、共同寮（但しフロントで男女分かれている）で 2 人部屋が多いC棟とあった。寮費の

ほかに電気代が別で、電気のカードを買ってチャージして使わなくてはならずエアコンが

必須の台湾では、電気代がかなり跳ね上がり（10 日で 500 元程）最初は随分悩まされた。

また、寮の規則が厳しかった。フロントには 24 時間スタッフが常駐しており（英語が話せ

る人は数人のみ）24 時間対応してくれる。しかし、訪問客は７am～11pmまで、家族も宿

泊は禁止、入室はIDカードをフロントに提出し訪問者カードが必要であった。そこら中に

監視カメラがあった。中には、地下の駐車場からこっそりと入りエレベーターで入ってい

る台湾人や留学生（極秘情報！）もいたが、

夜勤のフロントスタッフの中には、ずっと監

視カメラを見ているスタッフもおり、見つか

ると報告書を書き留学生センターに提出させ

られていた。（規則には発見されたら退寮とな

っている。） 

                                                   
1 1 元＝約 2.8 円（2011 年 2 月 9 日現在） 

Naho’s bar 
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さと私のことを 5 年経っても覚えていてくれた友人たち、食堂のおじさんやバーのオーナ

ーに日々感動、一喜一憂しながら、生活準備を整えた。 
 生活用品は、現地の人御用達の大型スーパー「愛買」へ、家具（マットレス、ブランケ

ット、蚊帳（ゴキブリと蚊防止で必須！！）、シャワーカーテン、ライト etc）は IKEA（運

送サービスあり）へ。壁を飾り（日本からお気に入りの絵等を持参）、私の快適な部屋を作

った。そして後には、日本人留学生仲間も部屋作りに没頭し、友人たちからは居心地の良

いアットホームな部屋とお墨付の 1 室になった。 
 
２．寮：台大水源宿舎 BOT 
 今回の寮は前回と違って、台湾大学が交換留学生数の増大に伴い、昨年出来たばかりの

民間委託寮でとても綺麗な大学の正門近くのBOTという寮に住むことになった。寮費も前

回は 1 学期 7000 元 1だったのが、今回は私は１人部屋を選び、1 ヶ月 7100 元という高級な

寮で、6 畳くらいのワンルーム（バストイレ付）に、机、本棚、ベッド（マットレスなし）、

靴箱、クローゼットが備え付けであった。13 階または 14 階建てで女子寮のA棟、男子寮の

B棟、共同寮（但しフロントで男女分かれている）で 2 人部屋が多いC棟とあった。寮費の

ほかに電気代が別で、電気のカードを買ってチャージして使わなくてはならずエアコンが

必須の台湾では、電気代がかなり跳ね上がり（10 日で 500 元程）最初は随分悩まされた。

また、寮の規則が厳しかった。フロントには 24 時間スタッフが常駐しており（英語が話せ

る人は数人のみ）24 時間対応してくれる。しかし、訪問客は７am～11pmまで、家族も宿

泊は禁止、入室はIDカードをフロントに提出し訪問者カードが必要であった。そこら中に

監視カメラがあった。中には、地下の駐車場からこっそりと入りエレベーターで入ってい

る台湾人や留学生（極秘情報！）もいたが、

夜勤のフロントスタッフの中には、ずっと監

視カメラを見ているスタッフもおり、見つか

ると報告書を書き留学生センターに提出させ

られていた。（規則には発見されたら退寮とな

っている。） 

                                                   
1 1 元＝約 2.8 円（2011 年 2 月 9 日現在） 
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●跨文化管理 Cross-Cultural Management（３時間×週１）；GMBA クラス（学部＋院

生合同） 
授業使用言語：英語 
授業人数：100 人程度（台湾人学生約 2 割＋留学生（交換と正規含め）約 8 割程度） 
授業形式：講義；1 時間＋ケーススタディ、グループ討論；1 時間、プレゼンテーション；

1 時間 
課題：中間試験（持ちこみ可）、プレゼンテーション 1 回、レポート 2 回（中間と期末）、

期末グループプレゼンテーション１回、企業見学 1 回。 
 
 使用言語が英語だったため、留学生の多い授業であった。異文化コミュニケーション問

題を取り入れているので話題は馴染みやすく、ステレオタイプな勘違い問題から学問的考

察をテキスト、映画、ケーススタディを通じて勉強した。ほぼ毎回グループを作り（全員

違う国籍で集まる)討論し、一度異文化コミュニケーション問題の解決法のスキットを作り

発表したときは、あらゆる国々の誤解を見ることができて面白かった。クラスメイトには

職歴のある院生交換留学生もいたため、プレゼンテーションのスキルを学べたり、各国の

MBA 学生と討論ができたことが良い経験となったと思う。 
 
 院の授業では、必ず討論が行われるため使用言語は、ある程度自分の意見を説明できる

レベルが必要であったと思う。中国語は、専門用語が増え一度聞いただけではわからない

単語もあり授業中に周りに聞くことも多かったが、読む分には問題はほとんどなかった。

英語は、MBA クラスであることもあって、討論ではきちんとした意見を説明する必要があ

り苦労した点もあったが、度胸と慣れも必要であった。4 度目の交換留学で培ったそれが後

押ししてくれたと思う。 
  
４．留学中の私生活 
 5 年前の台湾大学は、交換留学生数は約 50 人程度で同じ寮の中の 2 階と 4 階で住んでい

たため、すぐに全員と顔見知りになり仲良くなった。しかし今回は、台湾大学が提携大学

を増やし交換留学生は全体で約 300 人

程になっていた。寮も 3 地域に分かれ、

数が多すぎて最初は友達が逆に出来に

くいのではないかと心配したが、電気

代の節約に、ロビーでパソコンを使っ

たり、積極的に会う人に挨拶をするこ

とで、友達が増え始めた。 
 日本人の留学生たちは学部 3 年生が

多く、年齢が少し離れていたり、私の
誕生日プレゼントビデオ作り＠國父記念館 
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 授業内容は、日常会話ではあまり出てこな

いような専門的な話題（ニュースや新聞には

出てくるもの、マニアックなもの）や、途中

からは書き言葉を勉強した。文法や声調が曖

昧になっていた私は、授業では正しい発音と

正しい文法で話すことに大変苦労した。新し

い語彙も増え、書き言葉を習ったことで論文

の読み書きには役立ったが、台湾人の友人は

内容の難しさに驚きと、普段使わないねというコメントをもらった。時に、先生は疲れて

いる私たちのテンションを上げようと身体で単語や言い回しの意味を表すという意味の分

からない文法練習を取り入れたりしたときにはクラスメイト全員が困ったものだ。個性豊

かなクラスで、１学期のみとしては中国語も少し強化されたと思う。 
 
３－２．専門科目 
 台湾大学では、経済学科と経営学科がはっきりと分かれている。経済は社会科学院にな

り、経営は管理学院となる。社会科学院は別キャンパスでバスか MRT の移動が必要となる。

私は、授業見学と時間調整の結果、國際企業管理 Global Management と跨文化管理

Cross-Cultural Management（３時間×週１）の管理学院のクラスを取ることにした。ど

ちらも研究テーマに合っており海外から見た国際経営学が学べると思ったからである。 
 
●國際企業管理 Global Management（３時間×週１）；MBA クラス（院生のみ） 
 授業使用言語：中国語 

授業人数：３０人程度 
 授業形式：講義；１時間＋ケーススタディ or 討論；１時間＋発表 or プレゼンテーション、

解説；１時間 
 課題：文献（中国語 20 頁～100 頁程度（時による）、英語 20 頁～80 頁程度）を読み、

個人レポート 2 頁（中国語か英語）、グループレポート 10 頁以内（1 人 2 頁程度）を毎

週提出。テキストを読む。各グループ 4 名。グループプレゼンテーション 2 回（通常ケ

ーススタディ発表 1 回、期末プレゼンテーション 1 回）、期末試験（持ち帰りテスト 24
時間）。 

  
  課題が大変で一番勉強した授業であったが、先生、TA、クラスメイト、グループメン

バーがとても優しく、全コミュニケーション（討論、プレゼンテーション）を中国語で

行ったが（たまに討論で英語を使用）、問題なく過ごせた。授業内容も興味深く、テキス

トと講義パワーポイントは英語だったため、理解できないところも調べたり、周りに聞

き理解に努めた。 
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●跨文化管理 Cross-Cultural Management（３時間×週１）；GMBA クラス（学部＋院

生合同） 
授業使用言語：英語 
授業人数：100 人程度（台湾人学生約 2 割＋留学生（交換と正規含め）約 8 割程度） 
授業形式：講義；1 時間＋ケーススタディ、グループ討論；1 時間、プレゼンテーション；

1 時間 
課題：中間試験（持ちこみ可）、プレゼンテーション 1 回、レポート 2 回（中間と期末）、

期末グループプレゼンテーション１回、企業見学 1 回。 
 
 使用言語が英語だったため、留学生の多い授業であった。異文化コミュニケーション問

題を取り入れているので話題は馴染みやすく、ステレオタイプな勘違い問題から学問的考

察をテキスト、映画、ケーススタディを通じて勉強した。ほぼ毎回グループを作り（全員

違う国籍で集まる)討論し、一度異文化コミュニケーション問題の解決法のスキットを作り

発表したときは、あらゆる国々の誤解を見ることができて面白かった。クラスメイトには

職歴のある院生交換留学生もいたため、プレゼンテーションのスキルを学べたり、各国の

MBA 学生と討論ができたことが良い経験となったと思う。 
 
 院の授業では、必ず討論が行われるため使用言語は、ある程度自分の意見を説明できる

レベルが必要であったと思う。中国語は、専門用語が増え一度聞いただけではわからない

単語もあり授業中に周りに聞くことも多かったが、読む分には問題はほとんどなかった。

英語は、MBA クラスであることもあって、討論ではきちんとした意見を説明する必要があ

り苦労した点もあったが、度胸と慣れも必要であった。4 度目の交換留学で培ったそれが後

押ししてくれたと思う。 
  
４．留学中の私生活 
 5 年前の台湾大学は、交換留学生数は約 50 人程度で同じ寮の中の 2 階と 4 階で住んでい

たため、すぐに全員と顔見知りになり仲良くなった。しかし今回は、台湾大学が提携大学

を増やし交換留学生は全体で約 300 人

程になっていた。寮も 3 地域に分かれ、

数が多すぎて最初は友達が逆に出来に

くいのではないかと心配したが、電気

代の節約に、ロビーでパソコンを使っ

たり、積極的に会う人に挨拶をするこ

とで、友達が増え始めた。 
 日本人の留学生たちは学部 3 年生が

多く、年齢が少し離れていたり、私の
誕生日プレゼントビデオ作り＠國父記念館 
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 授業内容は、日常会話ではあまり出てこな

いような専門的な話題（ニュースや新聞には

出てくるもの、マニアックなもの）や、途中

からは書き言葉を勉強した。文法や声調が曖

昧になっていた私は、授業では正しい発音と

正しい文法で話すことに大変苦労した。新し

い語彙も増え、書き言葉を習ったことで論文

の読み書きには役立ったが、台湾人の友人は

内容の難しさに驚きと、普段使わないねというコメントをもらった。時に、先生は疲れて

いる私たちのテンションを上げようと身体で単語や言い回しの意味を表すという意味の分

からない文法練習を取り入れたりしたときにはクラスメイト全員が困ったものだ。個性豊

かなクラスで、１学期のみとしては中国語も少し強化されたと思う。 
 
３－２．専門科目 
 台湾大学では、経済学科と経営学科がはっきりと分かれている。経済は社会科学院にな

り、経営は管理学院となる。社会科学院は別キャンパスでバスか MRT の移動が必要となる。

私は、授業見学と時間調整の結果、國際企業管理 Global Management と跨文化管理

Cross-Cultural Management（３時間×週１）の管理学院のクラスを取ることにした。ど

ちらも研究テーマに合っており海外から見た国際経営学が学べると思ったからである。 
 
●國際企業管理 Global Management（３時間×週１）；MBA クラス（院生のみ） 
 授業使用言語：中国語 

授業人数：３０人程度 
 授業形式：講義；１時間＋ケーススタディ or 討論；１時間＋発表 or プレゼンテーション、

解説；１時間 
 課題：文献（中国語 20 頁～100 頁程度（時による）、英語 20 頁～80 頁程度）を読み、

個人レポート 2 頁（中国語か英語）、グループレポート 10 頁以内（1 人 2 頁程度）を毎

週提出。テキストを読む。各グループ 4 名。グループプレゼンテーション 2 回（通常ケ

ーススタディ発表 1 回、期末プレゼンテーション 1 回）、期末試験（持ち帰りテスト 24
時間）。 

  
  課題が大変で一番勉強した授業であったが、先生、TA、クラスメイト、グループメン

バーがとても優しく、全コミュニケーション（討論、プレゼンテーション）を中国語で

行ったが（たまに討論で英語を使用）、問題なく過ごせた。授業内容も興味深く、テキス

トと講義パワーポイントは英語だったため、理解できないところも調べたり、周りに聞

き理解に努めた。 
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ことをよろしく頼むと頼んでくれたりと、とても心温かかっ

た。PY と Boris との別れのときには、あまりに悲しすぎて

話す事も目を合わすこともできず、大泣きしてしまった。荷

物をいつも持ってくれたり、勉強も手伝ってくれたり、息抜

きに付き合ってくれたり、本当に優しくていつも感動させら

れた友人たちに囲まれて、とても幸せに過ごせた。彼らから

良い点（心が広くなった）も悪い点（言葉遣いが悪くなった）

も影響を受けて、私自身も成長できたと感じる。そして、彼

らの会話を理解したくてフランス語の勉強を開始することに

決めた。台湾に行ったのにフランス留学したような気分で、

フランス人の突拍子もない大胆な行動によく笑わされて、楽

しませてもらって、一石二鳥の気分である。 
 今回の留学では、今までの中で一番語学が話せる状況で行き、毎日中国語と英語を使用

し日本語を使わない日々も何日も続いた。そのおかげで韓国人の友人からは日本人に見ら

れなかったり、と嬉しい勘違いも受けた。また、勉強と遊びのメリハリもよくつけて生活

できたことが、1 学期のみの留学にも関わらず有意義に過ごせた要因ではないかと思う。収

穫の多い 5 ヶ月間だった。 
 
５．台湾留学に必要な語学力 
 以前は交換留学生も少なく、留学生同士でも中国語を共通言語として使用する機会がほ

とんどであったが（英語を話すことの方が少ない）、今回は留学生も大幅に増え中国語初級

の学生がほとんどだったため英語が共通言語として使用されていた。日本人留学生は、中

国語上級者もしくは初級者の二つに分かれていたと思う。人数が多いため練習することが

難しそうであったが、積極的に留学生同士や台湾人との交流に望めば、いつでも英語と中

国語を話す機会に恵まれる。中国語が全くできなくても皆日本人もその他留学生も生活で

きていた（英語も通じる場所が多くなった）ので、生活する分には問題はない。ただ、友

人作りにはコミュニケーションが取れる程度の英語は必須、中国語も少し出てくればすぐ

に親日家の台湾人と友達になれると思う。 
授業では、英語の科目数も増えており、中国語での専門科目履修が難しくても十分にお

もしろい授業が取れると思う。私は、中国語初級でも初めての留学のときの 1 学期目に中

国語での専門科目を履修したが、なんとかなった。むしろ英語で取った授業の方が内容が

難しく、英語で授業を受けたことがなかった私は、そちらの授業の方が苦しんだ。 
私の印象であるが、語学別の留学生活、履修パターンをあげる。 

《中国語・英語初級》 
 日本人留学生又は日本語ができる留学生との交流が多い。中国語のクラスも日本人ばか

りか、欧米人がいるが欧米人とは英語の会話になるので、あまり交流が多くない。日本語

年越し花火＠101 
台湾 100 周年 
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専門科目の授業が 9 月中旬から次第に忙しくなり、彼らの多くが昼の中国語クラス、私は

夜の中国語クラスであったことから時間の過ごし方がずれてきて、少し距離が開いてしま

った。 
 しかし、ある日本人の女の子に誘われて、彼女に一晩付き合って出掛けたことがきっか

けで、カナダのモントリオールから来ている留学生ととても仲良くなった。寮にはキッチ

ンがなく全て外食なので、毎食一緒に食事をするようになり、彼らも専門科目で忙しかっ

たので一緒にラウンジで勉強するようになり、いつも一緒に過ごすうちに今回のベストフ

レンドになった。彼らは 24、5 歳だったので年齢が近かったことも親しくなった要因の一

つかもしれない。華僑でアメリカ国籍でモントリオールに移住したためフランス語、中国

語、英語を話す女の子の PY、その彼のロシア人でモントリオールに移住しフランス語を話

す男の子 Boris、ケベック出身ですごくアクセントの強いフランス語の男の子 Alex、アフ

リカ出身でモントリオールに大学から行っている女の子 Irene･･･そこからフランス系の友

人がどんどん増えていった。セネガル出身でフランス在住の女の子 Fatou、フランス人の男

の子たち Fred、Victor、Geoffrey、Arnaud･･･、ロビーで挨拶から始まって仲良くなった

韓国人の女の子たち Sunny、Haena、台湾では ABC や CBC といわれるアメリカ人、カナ

ダ人、オーウトラリア人のみんな、5 年前からの友人で今では台大の院生や博士課程に行っ

ているオーストリア人 Andi、アメリカ人 David、日本人けいちゃん、そして台湾人の皆と

新しい出会いと共に、素晴らしい友人に恵まれた。台湾人の友人は、社会人が多く色々な

話を聞けたことも楽しかった。結婚式も２回出席して、台湾の結婚式を体験できて楽しか

った。 
 元々部屋で集まるのが好きな私は、ラウンジやロビーで騒がしくはできないため、自分

の部屋で、Naho’s bar、Naho’s café を開催し、よく少人数で楽しむこともあった。勉強で

1 日を過ごし疲れた夜は、寮の隣にある 7－11 のテラス席でビールを楽しんだり、悩みがで

きたときには夜中まで部屋で語り合ったりと、ここ最近の数年ではなかった時間の過ごし

方で、心身共に周りからたくさん力をもらった。 
 台北市内、台湾内の大部分は観光しつくしていたため、思い出巡りかツアーガイド役で

過ごし、新たに出かけた地は、5 年前にいけなかった台湾のリゾート地の墾丁というビーチ

くらいだ。中国語を話せるのは、PY と私くらいだったので、いつも旅行やイベントをオー

ガナイズすることばかりだったが、彼女とは更

に友情も深まり、彼女のような大親友ができた

ことが本当に嬉しい。最後に、I can trust you 
in any moment.という最高の褒め言葉をくれ

た。Boris も私の良きビール仲間であり相談相

手で、私の外出をいつも心配してくれたり、朝

6 時に駅まで見送ってくれたり、最後彼らが私

より先に帰国する際には、残る友人たちに私の
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ことをよろしく頼むと頼んでくれたりと、とても心温かかっ

た。PY と Boris との別れのときには、あまりに悲しすぎて

話す事も目を合わすこともできず、大泣きしてしまった。荷

物をいつも持ってくれたり、勉強も手伝ってくれたり、息抜

きに付き合ってくれたり、本当に優しくていつも感動させら

れた友人たちに囲まれて、とても幸せに過ごせた。彼らから

良い点（心が広くなった）も悪い点（言葉遣いが悪くなった）

も影響を受けて、私自身も成長できたと感じる。そして、彼

らの会話を理解したくてフランス語の勉強を開始することに

決めた。台湾に行ったのにフランス留学したような気分で、

フランス人の突拍子もない大胆な行動によく笑わされて、楽

しませてもらって、一石二鳥の気分である。 
 今回の留学では、今までの中で一番語学が話せる状況で行き、毎日中国語と英語を使用

し日本語を使わない日々も何日も続いた。そのおかげで韓国人の友人からは日本人に見ら

れなかったり、と嬉しい勘違いも受けた。また、勉強と遊びのメリハリもよくつけて生活

できたことが、1 学期のみの留学にも関わらず有意義に過ごせた要因ではないかと思う。収

穫の多い 5 ヶ月間だった。 
 
５．台湾留学に必要な語学力 
 以前は交換留学生も少なく、留学生同士でも中国語を共通言語として使用する機会がほ
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年越し花火＠101 
台湾 100 周年 

中華民国 国立台湾大学 大学院 

専門科目の授業が 9 月中旬から次第に忙しくなり、彼らの多くが昼の中国語クラス、私は

夜の中国語クラスであったことから時間の過ごし方がずれてきて、少し距離が開いてしま

った。 
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ンがなく全て外食なので、毎食一緒に食事をするようになり、彼らも専門科目で忙しかっ
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人がどんどん増えていった。セネガル出身でフランス在住の女の子 Fatou、フランス人の男
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ダ人、オーウトラリア人のみんな、5 年前からの友人で今では台大の院生や博士課程に行っ

ているオーストリア人 Andi、アメリカ人 David、日本人けいちゃん、そして台湾人の皆と

新しい出会いと共に、素晴らしい友人に恵まれた。台湾人の友人は、社会人が多く色々な

話を聞けたことも楽しかった。結婚式も２回出席して、台湾の結婚式を体験できて楽しか

った。 
 元々部屋で集まるのが好きな私は、ラウンジやロビーで騒がしくはできないため、自分

の部屋で、Naho’s bar、Naho’s café を開催し、よく少人数で楽しむこともあった。勉強で

1 日を過ごし疲れた夜は、寮の隣にある 7－11 のテラス席でビールを楽しんだり、悩みがで

きたときには夜中まで部屋で語り合ったりと、ここ最近の数年ではなかった時間の過ごし

方で、心身共に周りからたくさん力をもらった。 
 台北市内、台湾内の大部分は観光しつくしていたため、思い出巡りかツアーガイド役で

過ごし、新たに出かけた地は、5 年前にいけなかった台湾のリゾート地の墾丁というビーチ

くらいだ。中国語を話せるのは、PY と私くらいだったので、いつも旅行やイベントをオー

ガナイズすることばかりだったが、彼女とは更

に友情も深まり、彼女のような大親友ができた

ことが本当に嬉しい。最後に、I can trust you 
in any moment.という最高の褒め言葉をくれ

た。Boris も私の良きビール仲間であり相談相

手で、私の外出をいつも心配してくれたり、朝

6 時に駅まで見送ってくれたり、最後彼らが私

より先に帰国する際には、残る友人たちに私の
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が、台湾大学の周りに危険なところは全

くない。今回の台湾では、女子寮に不審

者が侵入した事件や偽札を夜市でもらっ

てしまった友人などがいたが、耐えられ

ないような事態は早々に起きない。それ

でも住んでいれば、小さなショックはし

ょっちゅうある。 
 
６－２．英語中心に過ごす台湾留学 
 英語を中心に勉強にしても、台湾は留学生数と留学生の雰囲気（アジア好きな人が多い）、

英語での授業数から、楽しい留学ができると思う。英語を使う機会は、毎日作ることがで

きるし、アジア好きの留学生はとても友好的なので雰囲気がとても良い。更に暖かい（暑

い）気候もプラスされて、皆元気に出歩くので全体的に明るいイメージがある。英語を使

うという意味では、問題がない。 
 
６－３．台湾留学への準備 
 中国語を話す練習を前もって日本でしておくとスムーズに留学を開始できると思う。言

語交換を通じて練習したり、自分で 1 人で発音を兼ねて声に出して教科書を読むことも大

事だ。いまだに覚えているが、北大の中国語の授業でよく教科書の会話を全員の前でペア

で発表するというものがあったが、そのときペアになった友人（彼女は復旦大学へ 1 年私

費留学）と中国人になりきっておもしろおかしく会話練習をしてその後も中国語で会話し

てみるといった練習をした。今思えば、真似をして遊んだことが良い練習になった。 
 漢字は繁体字になるので、簡体字で勉強をしている場合早めに繁体字に切り替えると台

湾での中国語クラスが楽になる。HSK は簡体字なので不便だったり、私は今は簡体字、繁

体字、日本語の漢字と全てが混ざってしまうが、台湾大学の中国語の授業では繁体字では

ないと減点されるのでもったいない。 
 台湾人スターを少し勉強していくと、しょっちゅう街中でイベント（ライブ、サイン会）

が行われていて本人に会える機会があるのでより一層楽しくなるかもしれない。 
  
７．台湾大学大学院 
７－１．学生の雰囲気と授業内容 
 台湾大学の MBA コースは 1 学年大体 50 人くらいで、正規留学生も何名か（中国語堪能）

いた。台湾大学生は、元々授業の課題量が多かったり、中間試験と期末試験が同じ重要度

ということもあり、勉強熱心な学生が多い。いつも図書館は人がいっぱいである。そのた

め、院生も学部生と同様に、膨大な課題をこなし中間、期末試験に追われ、評価点が少し

でも高くなるようにわざと試験を希望する学生もいた。朝型の学生も多く、朝 7 時に待ち

中正記念堂 
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学科の台湾人学生と言語交換をして中国語を勉強。専門科目は履修していない人が多い（中

国語のみ又は台湾の文化、歴史などの授業を聴講）。 
《中国語中・上級・英語初級》 
 ABC や CBC といわれる中国・台湾系アメリカ人、カナダ人の中国語を話せる留学生と

の交流が増える。中国語のクラスで彼らと同じになる確率が高く（彼らは話せるが、読み

書きがあまりできない）中国語で会話ができるため仲良くなる。日本人留学生は、専門科

目を履修している人が少ないか日本語と中国語の翻訳、又は英語と中国語の翻訳の授業な

ど言語に関する専門科目を取っている人が多かった。自分の専門と関係のある授業は、英

語で履修している（大人数クラス）。聴講が多い。 
《中国語上級・英語上級》 
 積極的に行動する人も多いので、国籍問わずあらゆる留学生、台湾人と仲良くなる。専

門科目は英語でも中国語でも興味のある科目を取っている。比較的少人数クラスに参加し

ている人も多い（質問や討論ができる語学力があるため？）。大変な専門科目を取ったり、

履修科目が多いと勉強に追われて遊びにいけない。 
 
６．台湾留学 
６－１．台湾か中国大陸か 
中国語留学をするなら、私は迷うことなく台湾を選ぶ。確かに既に台湾はとても発展し

ており、日本製品もかなり入っておりカルチャーショックを受けることはとても少ない（交

通＝バスのタイヤは四角いのではないだろうかと思うくらい揺れる、やトイレ事情＝たま

にお化け屋敷を越えるトイレに遭遇する、台湾人気質＝何かと激しいを除いては）。しかし、

中国語を勉強するという目的であれば、環境も良く、台湾の北京語は巻き舌音がないため

聞き取りやすいし、中国大陸の南部全体をカバーする発音、アクセントを学ぶことができ

る。よけいな心配事をせずに楽しく勉強できる環境であると思う。海外への意識もとても

開放的であるので、海外製品も多いし、台湾在住の外国人も少し雰囲気が違う（少し品が

良い気がする）。台湾人は開放的でとても優しくお世話好きなので、中国語の練習によく付

き合ってくれるし、おしゃべり好きな人が多いのでいつ何時でもごはんに遊びに勉強に連

れ出してくれるため、会話練習には困らない。英語が話せる台湾大学生は多く、喜んで留

学生と交流してくれる。 
 短所は、カルチャーショックが少ないこ

とであると思う。特に台北は 5 年前の日本

の雰囲気といっても過言はない。少し地方

に出れば、ああ早く台北に帰りたいという

ような地元な雰囲気（外国を味わえる）や

食べ物（一体何が入っているのかわからな

い、素材も聞いたことがない）に出会える中正記念堂 with PY 
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が、台湾大学の周りに危険なところは全

くない。今回の台湾では、女子寮に不審

者が侵入した事件や偽札を夜市でもらっ

てしまった友人などがいたが、耐えられ

ないような事態は早々に起きない。それ

でも住んでいれば、小さなショックはし

ょっちゅうある。 
 
６－２．英語中心に過ごす台湾留学 
 英語を中心に勉強にしても、台湾は留学生数と留学生の雰囲気（アジア好きな人が多い）、

英語での授業数から、楽しい留学ができると思う。英語を使う機会は、毎日作ることがで

きるし、アジア好きの留学生はとても友好的なので雰囲気がとても良い。更に暖かい（暑

い）気候もプラスされて、皆元気に出歩くので全体的に明るいイメージがある。英語を使

うという意味では、問題がない。 
 
６－３．台湾留学への準備 
 中国語を話す練習を前もって日本でしておくとスムーズに留学を開始できると思う。言

語交換を通じて練習したり、自分で 1 人で発音を兼ねて声に出して教科書を読むことも大

事だ。いまだに覚えているが、北大の中国語の授業でよく教科書の会話を全員の前でペア

で発表するというものがあったが、そのときペアになった友人（彼女は復旦大学へ 1 年私

費留学）と中国人になりきっておもしろおかしく会話練習をしてその後も中国語で会話し

てみるといった練習をした。今思えば、真似をして遊んだことが良い練習になった。 
 漢字は繁体字になるので、簡体字で勉強をしている場合早めに繁体字に切り替えると台

湾での中国語クラスが楽になる。HSK は簡体字なので不便だったり、私は今は簡体字、繁

体字、日本語の漢字と全てが混ざってしまうが、台湾大学の中国語の授業では繁体字では

ないと減点されるのでもったいない。 
 台湾人スターを少し勉強していくと、しょっちゅう街中でイベント（ライブ、サイン会）

が行われていて本人に会える機会があるのでより一層楽しくなるかもしれない。 
  
７．台湾大学大学院 
７－１．学生の雰囲気と授業内容 
 台湾大学の MBA コースは 1 学年大体 50 人くらいで、正規留学生も何名か（中国語堪能）

いた。台湾大学生は、元々授業の課題量が多かったり、中間試験と期末試験が同じ重要度

ということもあり、勉強熱心な学生が多い。いつも図書館は人がいっぱいである。そのた

め、院生も学部生と同様に、膨大な課題をこなし中間、期末試験に追われ、評価点が少し

でも高くなるようにわざと試験を希望する学生もいた。朝型の学生も多く、朝 7 時に待ち
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学科の台湾人学生と言語交換をして中国語を勉強。専門科目は履修していない人が多い（中

国語のみ又は台湾の文化、歴史などの授業を聴講）。 
《中国語中・上級・英語初級》 
 ABC や CBC といわれる中国・台湾系アメリカ人、カナダ人の中国語を話せる留学生と

の交流が増える。中国語のクラスで彼らと同じになる確率が高く（彼らは話せるが、読み

書きがあまりできない）中国語で会話ができるため仲良くなる。日本人留学生は、専門科

目を履修している人が少ないか日本語と中国語の翻訳、又は英語と中国語の翻訳の授業な

ど言語に関する専門科目を取っている人が多かった。自分の専門と関係のある授業は、英

語で履修している（大人数クラス）。聴講が多い。 
《中国語上級・英語上級》 
 積極的に行動する人も多いので、国籍問わずあらゆる留学生、台湾人と仲良くなる。専

門科目は英語でも中国語でも興味のある科目を取っている。比較的少人数クラスに参加し

ている人も多い（質問や討論ができる語学力があるため？）。大変な専門科目を取ったり、

履修科目が多いと勉強に追われて遊びにいけない。 
 
６．台湾留学 
６－１．台湾か中国大陸か 
中国語留学をするなら、私は迷うことなく台湾を選ぶ。確かに既に台湾はとても発展し

ており、日本製品もかなり入っておりカルチャーショックを受けることはとても少ない（交

通＝バスのタイヤは四角いのではないだろうかと思うくらい揺れる、やトイレ事情＝たま

にお化け屋敷を越えるトイレに遭遇する、台湾人気質＝何かと激しいを除いては）。しかし、

中国語を勉強するという目的であれば、環境も良く、台湾の北京語は巻き舌音がないため

聞き取りやすいし、中国大陸の南部全体をカバーする発音、アクセントを学ぶことができ
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８－２．社会人経験と留学経験 
 社会人生活中に、留学経験がどう関係

しているか、どう役立ったかと考えたこ

とはなかったが、他の言語が話せること

は使えないよりももちろん役に立った

し、周りから頼られることも多かった。

英語・中国語マニュアルを作成したり、

英語のアナウンスの手本となることも

あった。通常業務では、海外と関わる仕

事のときは彼らの立場や感情を考慮することができ（異文化コミュニケーション問題）、会

議のときはゼミや海外で鍛えられたおかげで、自分の意見を持ち伝えることで進行が早く

なったり私の意見が採用され計画・実行されたこともある。誰もが同じような行動を取る

とは限らないが、少なくとも私には、留学経験が、今の自分の大部分を作り上げ成長させ

ていると思う。日本人には、大胆な行動を取る、行動力があると言われるが、海外の友達

には謙虚や丁寧と言われたりもする。そのため私の行動は、国外では意外に普通なもので、

ただ社交性や発言力が留学のおかげで少し大きくなっているのかなと思う。 
 4 度目の交換留学で慣れているのではと思うが、やはり毎回最初は緊張もので友人ができ

るだろうか、自分の英語や中国語は通じるだろうかと不安にもなる。今回は特に年齢的な

問題や院生での留学で、どのような生活になるのか案じていたが、今までで一番勉強と息

抜きのメリハリをつけて生活することができ、専門科目の知識も満足すぎるほど習得でき

たし英語も中国語も伸ばすことができ、友人に恵まれたおかげでとても充実した 1 学期間

になった。また新たな興味も生まれたので、今回で終結なのではなく次のステップに繋が

るものになった。 
私は今回の留学を含めて、北大内で一番交換留学に行った学生になってしまったが、台

湾から始まった交換留学を台湾で締めくくったことは、私にとってとても大きな自信に繋

がったと思う。最初は、学部と院で違うといっても同じ地に行くことは価値があるのかな

ど少し考えたこともあったが、実際には全く違う経験になった。そのときの自分の状況や、

台湾の発展、周りとの交流で、同じ場所に留学したとは思えないくらい感じたものや得た

ものは違った。毎回留学に行って、不安や大変なことがあっても最後はよかったなと思っ

て帰国する。これが何度も行ってしまった理由の一つかもしれない。 
 今後は、これらの経験が何倍にも有効活用できるように過ごしていきたい。もはや考え

て使っているのではなく今の私を形成してしまっているので意識することは難しいが、

様々な土地で学べたことのありがたさを忘れずに、そして様々な土地事情を知っているこ

とを生かして、その土地、その場の TPO に合わせて行動する国際人になりたいと思う。 
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合わせを言われることもあった。私が北大院で履修した授業では、全てレポートであった

ため、台大の課題量と試験に驚いた。 
 院生用研究室はあるが、個人机はなく皆グループミーティング（時間を気にせず結構だ

らだらやる）を兼ね、いつも賑わっていた。TA は博士課程の学生が担当しており、教授の

秘書並に動いていた。授業セッティングから課題管理、学生とのまず最初の連絡先が TA で

ある。TA を通じて教授と連絡を取るという形であった。 
 また授業では、先生から突然グループ討論をするように言われたり、グループプレゼン

テーションの中で突然周りとの討論をするような機会が与えられたりと、常に自分の意見

を考え周りと共有する場面があった。逆に北大では、教授の講義を聞いている場合が多く、

特に質問がない限り討論や発言をする機会は少ない。経済学と経営学によって異なるとは

思うが、やはり海外大学では自分の意見の発表が重要であると感じた。 
 
■最後に 
８．今までの留学を振り返って（台湾・上海・フィンランド・台湾（院）） 
８－１．アジアと西洋のダブル留学  
これまで中国語→英語→中国語というパターンで留学をしたが、英語プラス他の言語で

留学したことはとても良かったと思う。英語は、留学生同士の共通言語になるので、英語

圏のみに行くことよりも他の言語の留学で、英語とその言語を使うことは一石二鳥である。

英語が先か後かは、好みによると思うし特に大差ないと思うがアジアと欧米のセットの留

学はどちらの世界も見ることができ、アジアの中での日本の位置、欧米の中での日本の位

置というものが見れてとても面白いし勉強になる。日本が意外に知られているんだという

関心と日本はこういう扱いなのかという落胆と様々で、アジアにいる留学生と欧米にいる

留学生の雰囲気も違うので、アジアと欧米のダブル留学は、人間的にもタフに成長できる

と思う。中国語だけで見れば、最初の台湾の後に上海に行き更に北部の旅行も含め、同じ

中国語でも 1 種類ではない言語面の違いと、台湾と大陸の文化などの違いも体感すること

ができたことがとても重要だった。 
 私は、全体的に親日といわれる地域ばかりに行ったが、親日でない人々との出会いもも

ちろんあったし、嫌な思いをすること

やショックを受けることもあったが、

そういう経験があったからこそこれか

ら先の自分の器がまた一つ大きくなっ

たと思う。今後、仕事をする上でも、

私生活で誰かと交流するときにもこう

いった点を知っているだけで、一つ言

動が変わり、適応速度が速くなるだろ

う。 
墾丁旅行の民宿にて 
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《留学アンケート》 
① おすすめ 
・基隆にある聖安寺（壮大な彫刻、夜は提灯も真っ赤） 
・大晦日の 101 の花火（101 が爆発したみたい） 
・粗茶淡館、順園（台湾料理＠公館）、金鶏園（小龍包＠公館 or 永康街）、 

玥飲軒（茶館＠公館）、泰国小館（タイ料理＠公館）、我家吃麵（麵＠科技大楼）、 

長興小舗（水餃子＠科技大楼）、小李子（粥＠大安）。 
・夜には Café Odeon（ベルギービールバー＠公館）、Luxy＠忠孝郭化、101 付近の信義区

が華やか。 
② マナーやタブー 
・タクシーではたまに遠回りをされる等あるので注意。 
・MRT では飲食禁止！罰金あり。 
③ 持っていってよかったもの 
・多めの化粧品（日本のものは 1.5 倍の値段） 
・虫刺されの薬（液体） 
・ウケた特技：Y 字バランス 
④ 留学前の必見本 or ウェブサイト 
・青木由香『奇怪ね』東洋出版、2011 年。 
・台北ナビ「http://www.taipeinavi.com/」 
・Taiwannight「http://www.taiwannights.com/」 

聖安寺 九份 

101 の年越し花火 

韓国 江原大学 大学院 

 
 
 

江原大学校(大学院交換留学) 

農学院修士 1年 中野達之 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
≪一週間のスケジュール≫ 

 月 火 水 木 金 土 日 
AM 初級 

韓国語 
中級 

韓国語 
初級 

韓国語 
中級 

韓国語 
研究室で

勉強 
お休み 教会 

PM 研究室で

勉強 
日本語を

教える 
東アジア 
農業構造 

論 

大学院 
セミナー 

研究室で

勉強 
サークル

活動 
教会 

 
≪留学前後のスケジュール≫ 

 留学前 
留

学

中 

留学後 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

留学手続き 
・学内申請 
・留学先大学へ申請 
・留学許可証を受領 
・ビザ取得、航空券予約 

2011 年 7 月 
 研究室にて報告 

  留学生センターにて報告 
2011 年 9 月 

  成績証明書を受領 
  単位認定を申請 

 

• 費用  ≫ 生活費30万ウォン/月 
•       学費、旅費、寮費（食堂利用含む）は支給 
• レート ≫ 1円≒13.5ウォン 

お
金 

留学先 大韓民国・中北部 
    国立江原大学校（KNU） 

期間 2011 年 3 月～2011 年 6 月 
（2011 年度前期） 

動機 研究（韓国に関する事例研究）のための資料収集 
現地研究者への聞き取り調査 
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